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ＥＴＣ２．０プローブ情報を活用した渋滞要因分析システムの開発に関する研究

分任支出負担行為担当官
近畿地方整備局
近畿技術事務所長　　達家 養浩
大阪府枚方市山田池北町１１－１

令和　２年　８月１８日

国立大学法人京都大学

¥５，０００，０００－

¥５，０００，０００－

本業務は、ＥＴＣ2.0 プローブ情報等から得られるデータによる渋滞要因分析を行う
とともに、渋滞要因分析システムを構築しその運用を図るものである。
また本業務は、第三者機関である「新都市社会技術融合創造研究会」が産・学・官
の連携・協力を図るべく、大学等を対象に道路に関する研究テーマを公募し、上記法
人に所属する研究者が応募したものである。本業務は、公募課題「道路管理における
ＥＴＣ2.0 プローブ情報の利活用手法の開発」に対して提案され、同研究会において審
査した結果、課題解決性、新規性・将来性、実現可能性が優れていたため、研究テー
マとして令和元年６月に特定され、令和３年度までの研究が承認されている。
以上のことから、当該研究テーマを提案した上記法人と契約を行うものである。


